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第
61
回
秋
田
県
消
防
操
法
大
会
は
８
月

24
日（
土
）、
秋
田
県
消
防
学
校
放
水
訓
練

場（
由
利
本
荘
市
岩
城
）に
お
い
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
神
部
秀
行
秋
田
県
副

知
事
に
よ
る
主
催
者
あ
い
さ
つ
、
北
林
丈

正
秋
田
県
議
会
議
長
の
来
賓
祝
辞
、
大

野
光
徳
秋
田
県
消
防
学
校
長
か
ら
審
査

長
指
示
が
あ
り
、
由
利
本
荘
市
消
防
団
鳥

海
分
団
豊
島
誠
班
長
が
選
手
宣
誓
を
行

い
ま
し
た
。

　

競
技
で
は
、
県
内
９
支
部
の
代
表
と
し

て
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
９
分
団
、

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
に
７
分
団
が
出
場

し
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
競
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

で
美
郷
町
消
防
団
第
２
分
団
、
ポ
ン
プ
車

操
法
の
部
で
能
代
市
消
防
団
能
代
第
６
分

団
が
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
で
優
勝
し
た
能
代

市
消
防
団
能
代
第
６
分
団
は
、
10
月
に
宮

城
県
利
府
町
で
開
催
さ
れ
る
第
30
回
全
国

消
防
操
法
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

第
61
回 
秋
田
県
消
防
操
法
大
会

秋
田
県
消
防
操
法
大
会

第
61
回 
秋
田
県
消
防
操
法
大
会

秋
田
県
消
防
操
法
大
会

第
61
回 
秋
田
県
消
防
操
法
大
会

大仙市女性消防隊

美郷町消防団第２分団

能代市消防団能代第６分団
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第61回秋田県消防操法大会成績表
【小型ポンプ操法の部】
順　位 出　場　団　名 タイム（秒） 総得点（点）
優　勝 美郷町消防団第２分団 41.54 　95.0
第２位 にかほ市消防団第６分団 41.90 　92.5
第３位 秋田市消防団河辺第３分団 39.29 　91.5
優秀賞 小坂町消防団第４分団 41.32 　91.0

横手市消防団十文字支団第３分団 42.97 　90.5
東成瀬村消防団第３分団 41.70 　90.0
三種町消防団第５分団 42.90 　89.5
大潟村消防団第１分団 42.92 　85.0
北秋田市消防団第９分団 52.85 　64.0

【ポンプ車操法の部】

順　位 出　場　団　名
タイム（秒） 総得点

（点）第１線 第２線
優　勝 能代市消防団能代第６分団 54.74 64.79 178.0
第２位 大潟村消防団第３分団 51.45 60.30 167.0
第３位 小坂町消防団第４分団 54.26 67.54 162.0
優秀賞 由利本荘市消防団鳥海分団 60.32 71.16 155.5

大館市消防団第１２分団 56.45 72.94 154.0
秋田市消防団保戸野分団 64.44 68.02 149.0
横手市消防団雄物川支団第２分団 61.41 87.55 127.0

【優秀選手】

区  分
小型ポンプ操法

区  分
ポンプ車操法

出場団名 氏　名 出場団名 氏　名
指揮者 にかほ市消防団第６分団 佐藤　渓輔 指揮者 由利本荘市消防団鳥海分団 豊島　　誠
指揮者 美郷町消防団第２分団 佐藤　　慎 指揮者 能代市消防団能代第６分団 幸坂　　剛
１番員 美郷町消防団第２分団 樫尾　一貴 指揮者 秋田市消防団保戸野分団 佐藤　聖仁
２番員 三種町消防団第５分団 大出　拓磨 指揮者 横手市消防団雄物川支団第２分団 高橋　　洋
２番員 横手市消防団十文字支団第３分団 髙橋　和稔 指揮者 大館市消防団第12分団 髙橋　正喜
２番員 小坂町消防団第４分団 赤川　和也 指揮者 小坂町消防団第４分団 安保　　誠
３番員 三種町消防団第５分団 信太　良行 指揮者 大潟村消防団第３分団 村上　直樹
３番員 美郷町消防団第２分団 松田　　勝 １番員 能代市消防団能代第６分団 大倉　俊文
３番員 小坂町消防団第４分団 亀田　　稔 ２番員 能代市消防団能代第６分団 齊藤　穂高

３番員 能代市消防団能代第６分団 須藤　清也
４番員 能代市消防団能代第６分団 幸坂　義明

　

大
会
審
査
班
長

　
　
　

秋
田
県
消
防
学
校　

佐
藤
玲
緒
奈

■
総　
　

合

  

今
年
か
ら
開
会
式
の
時
間
短
縮
、運
営

要
員
に
消
防
団
員
を
増
員
す
る
な
ど
大
会

運
営
に
新
し
い
取
組
を
行
い
ま
し
た
。今

後
も
さ
ら
に
検
討
を
重
ね
秋
田
県
大
会
を

消
防
団
フ
ァ
ー
ス
ト
で
盛
り
上
げ
て
参
り

ま
す
。競
技
は
全
体
的
に
、規
律
、節
度
、タ

イ
ム
等
、日
頃
の
訓
練
成
果
が
発
揮
さ
れ

競
技
審
査
の
講
評

て
お
り
ま
し
た
。今
年
は
全
国
大
会
が
初

の
東
北
宮
城
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。出
場

さ
れ
る
能
代
市
消
防
団
能
代
第
６
分
団
の

ご
健
闘
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

■
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

　

計
時
に
よ
る
得
点
差
よ
り
も
操
法
要
領

遵
守
、
基
本
動
作
に
よ
る
得
点
差
が
順
位

に
影
響
し
て
い
ま
す
。迅
速
な
活
動
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
安
全
確
実
な
操
法
を
目

指
す
よ
う
訓
練
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

■
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

　

全
国
大
会
に
向
け
て
意
識
が
高
ま
り
、

全
体
の
仕
上
が
り
を
感
じ
ま
し
た
。
し
か

し
、
規
定
外
圧
力
送
水
や
注
水
補
助
姿
勢

の
不
適
な
ど
操
法
要
領
遵
守
度
が
順
位
を

左
右
し
ま
し
た
。
操
法
要
領
を
確
実
に
遵

守
す
る
よ
う
訓
練
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
軽
可
搬
ポ
ン
プ
操
法
の
部

　

昨
年
全
国
大
会
に
出
場
し
た
大
仙
市
女

性
消
防
隊
に
よ
る
操
法
披
露
と
な
り
ま
し

た
。
今
後
も
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
し

つ
つ
、
さ
ら
な
る
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
と
上

位
入
賞
を
目
指
し
て
、
訓
練
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
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神
事
の
後
、
髙
橋
正
尚 

秋
田
県
消
防
協

会
会
長
が
、「
こ
こ
に
合
祀
さ
れ
て
い
る
47

柱
の
御
霊
が
不
屈
の
消
防
魂
で
職
責
を
全

う
さ
れ
た
そ
の
崇
高
な
精
神
は
、
県
内
消

防
人
の
鑑
で
あ
り
、
我
々
消
防
人
は
御
霊

の
ご
遺
訓
を
胸
に
、
一
致
団
結
し
て
地
域

住
民
の
安
全
・
安
心
の
た
め
最
善
を
尽
く

す
こ
と
を
誓
い
ま
す
。」と
祭
主
祭
文
を
奏

上
し
ま
し
た
。

　

来
賓
を
代
表
し
て
神
部
秀
行 

秋
田
県

副
知
事
が
、「
47
名
の
皆
様
は
、
県
民
の
生

命
、
財
産
を
守
る
と
い
う
崇
高
な
使
命
の

も
と
、毅
然
と
し
て
災
害
現
場
に
赴
き
、自

ら
の
危
険
も
顧
み
ず
消
防
防
災
活
動
や
救

助
活
動
に
当
た
ら
れ
、
尊
く
も
そ
の
職
に

殉
じ
ら
れ
た
方
々
で
あ
り
ま
す
。

　

令
和
６
年
度(
第
97
回)

殉
職
消
防
職･

団
員
慰
霊
祭
が
、
９
月
５
日(

木)

秋
田
市

千
秋
公
園
本
丸
の
「
殉
職
消
防
組
員
招
魂

碑
」
前
で
、
秋
田
県
消
防
協
会
が
祭
主
と

な
り
行
わ
れ
、遺
族
16
名
の
ほ
か
、来
賓
、

消
防
協
会
役
員
な
ど
45
名
が
参
列
し
ま
し

た
。

　

志
半
ば
で
殉
職
さ
れ
た
無
念
や
、
突
然

に
し
て
最
愛
の
ご
家
族
を
失
わ
れ
た
ご
遺

族
の
皆
様
の
深
い
悲
し
み
を
お
察
し
い
た

し
ま
す
と
、
悲
痛
の
思
い
が
胸
に
迫
る
も

の
を
禁
じ
得
ず
、
改
め
て
衷
心
よ
り
敬
意

を
表
し
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。」と
慰
霊
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、玉
串
奉
奠
が
行
わ
れ
、髙
橋
会

長
、
遺
族
を
代
表
し
て
花
ノ
木
八
重
子
様

（
鹿
角
市
）、
来
賓
の
方
々
が
御
霊
の
冥
福

を
祈
り
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
殉
職
消
防
職
・
団
員
慰
霊
祭

災
害
の
防
止
と
消
防
活
動
の
安
全
を
誓
う

災
害
の
防
止
と
消
防
活
動
の
安
全
を
誓
う

災
害
の
防
止
と
消
防
活
動
の
安
全
を
誓
う

災
害
の
防
止
と
消
防
活
動
の
安
全
を
誓
う

災
害
の
防
止
と
消
防
活
動
の
安
全
を
誓
う

花ノ木八重子様 神部秀行 秋田県副知事

秋田県消防協会役員 ご遺族の皆様ご来賓の皆様
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



防

災
キ
ャ
ン
プ
フ
ェ
ス
で
消
防
団
を
Ｐ
Ｒ

　

２
０
２
４ 
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ 

防
災
キ
ャ
ン

プ
フ
ェ
ス(

主
催:
秋
田
魁
新
報
社)

が
９

月
23
日(

月)

、
日
本
赤
十
字
秋
田
看
護
大

学
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
、
秋
田
県
消

防
協
会
が
ブ
ー
ス
を
設
置
し
て
消
防
団
活

動
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　

若
手
や
女
性
の
消
防
団
員
、
消
防
職
員

が
ス
タ
ッ
フ
と
な
り
、
「
ワ
ク
ワ
ク
消
防

団
体
験
！
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
ロ
ー
プ

結
索
、
水
消
火
器
に
よ
る
消
火
体
験
、
土

の
う
積
み
体
験
な
ど
を
通
じ
て
、
親
子
連

れ
な
ど
に
楽
し
み
な
が
ら
消
防
団
活
動
に

対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

こ
の
防
災
フ
ェ
ス
は
、
日
本
赤
十
字
秋

田
短
期
大
学
講
師
及
川
真
一
氏
が
進
め

る
「
災
害
時
の
不
便
な
生
活
を
疑
似
体
験

全部体験したらプレゼント✌ 土のうって重いんだ！

　

秋
田
市
千
秋
公
園
本
丸
に
建
立
さ
れ
て

い
る
「
殉
職
消
防
組
員
招
魂
碑
」
の
清
掃

は
、
毎
年
、
秋
田
県
消
防
学
校
初
任
教
育

課
程
の
情
操
教
育
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
９
月
５
日(

木)
の
慰
霊
祭
に

先
立
ち
、
８
月
19
日(

月)

に
56
名
の
学
生

に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
全
員
が
「
招
魂
碑
」
に
黙
と

う
を
捧
げ
た
後
、
碑
内
の
枯
れ
葉
や
ゴ
ミ

を
除
去
し
た
り
、
雑
草
な
ど
を
取
り
除
い

た
ほ
か
、
碑
に
付
い
た
コ
ケ
な
ど
の
汚
れ

を
洗
い
流
し
ま
し
た
。

　

学
生
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

第
78
期
初
任
教
育
学
生

殉
職
消
防
組
員
招
魂
碑
を
清
掃

秋
田
県
消
防
学
校

秋
田
県
消
防
学
校

秋
田
県
消
防
学
校

的を上手に倒せたよ♪

パネルクイズ、正解はどっち？ロープ結びは奥が深いなぁ～

し
、
野
外
で
遊
び
を
通
じ
て
様
々
な
対
処

方
法
を
学
ぶ
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

当
日
は
、
消
防
車
両
や
警
察
車
両
の
展

示
、
避
難
所
体
験
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ

ン
グ
や
ペ
ッ
ト
防
災
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
幅

広
い
世
代
が
楽
し
ん
で
学
べ
る
企
画
が
満

載
で
、
約
３
２
０
０
人
が
来
場
し
ま
し

た
。
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秋
田
県
消
防
学
校
第
78
期
初
任
教
育
の
修
了
式
が
９
月
19
日（
木
）、
同
校
の
屋
内

訓
練
場
で
、修
了
生
の
家
族
や
来
賓
な
ど
約
２
０
０
名
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

56
名
の
修
了
生
は
、６
ヶ
月
間
の
厳
し
い
訓
練
を
乗
り
越
え
、明
日
か
ら
、そ
れ
ぞ
れ

の
所
属
消
防
本
部
に
着
任
し
、消
防
士
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

修
了
式
は
、
大
野
光
徳 

学
校
長
が
修
了

生
の
一
人
一
人
に
修
了
証
書
と
成
績
優
秀

者
に
表
彰
状
を
授
与
し
た
後
、
秋
田
県
副

知
事
あ
い
さ
つ
、来
賓
祝
辞（
渡
辺
秋
田
県

消
防
長
会
会
長
・
髙
橋
秋
田
県
消
防
協
会

会
長
）と
続
き
、
修
了
生
が
答
辞
を
述
べ
、

最
後
に
校
歌
を
合
唱
し
て
終
え
ま
し
た
。

■
優　

秀　

賞
（
６
名
）

　
秋
田
市
消
防
本
部 
三
浦　

大
蔵

　
秋
田
市
消
防
本
部 

東
海
林
真
之
介

　
横
手
市
消
防
本
部 

泉
田
凛
太
郎

　
鹿
角
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部 

澤
田　

羽
夏

　
能
代
山
本
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部 

渡
部　

優
空

　
湯
沢
雄
勝
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部 

小
野
寺
陽
名

■
功　

労　

賞
（
５
名
）

　
湯
沢
雄
勝
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部 

池
田　

大
智

　
秋
田
市
消
防
本
部 

今
野　

颯
人

　
横
手
市
消
防
本
部 

佐
藤　

将
成

　
秋
田
市
消
防
本
部 

本
郷　

颯
人

　
湯
沢
雄
勝
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部 

関　
　

優
太

秋 田 県
消防学校
秋 田 県
消防学校

初
任
教
育
第

初
任
教
育
第
78
期
修
了
式

期
修
了
式

56
名
修
了

名
修
了 

第
一
線
で
の
活
躍
を
期
待

第
一
線
で
の
活
躍
を
期
待

表
彰
状
授
与

湯
沢
雄
勝
広
域

消
防
本
部

消
防
士

　

 

池
田　

大
智

秋
田
県
消
防
学
校

学
校
長

　

 

大
野　

光
徳

学
校
長
式
辞
（
要
約
）

修
了
生
答
辞
（
要
約
）

　

56
名
の
仲
間
と
日
々
の
厳
し
い
訓
練
や

座
学
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
み
、
雑
談
を

し
た
時
間
が
お
互
い
の
絆
を
深
め
、
一
人

の
社
会
人
、
消
防
職
員
と
し
て
成
長
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

近
年
、
地
震
や
異
常
気
象
に
よ
る
大

雨
、
土
砂
災
害
な
ど
各
種
災
害
に
よ
る
悲

惨
な
ニ
ュ
ー
ス
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
そ

う
し
た
中
で
、
私
た
ち
は
地
域
住
民
の
安

心
安
全
を
守
り
、
困
っ
て
い
る
人
を
助
け

た
い
と
い
う
強
い
思
い
と
使
命
感
を
忘
れ

ず
、
消
防
業
務
に
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

こ
の
半

年
間
、
こ

の
消
防
学

校
で
培
っ

た
こ
と
を

胸
に
、
各

地
域
そ
し

て
秋
田
県

消
防
の
更

な
る
発
展

に
資
す
る

こ
と
を
誓

い
、
答
辞

と
い
た
し

ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
こ
の
半
年
間
、
寝
食
を
と
も

に
し
、夢
を
語
り
合
い
、友
情
を
深
め
、時

に
は
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
切
磋
琢
磨
し
、
時

に
は
仲
間
と
し
て
励
ま
し
合
い
、
同
期
と

し
て
の
絆
を
作
っ
て
き
ま
し
た
。こ
の
絆

は
、こ
れ
か
ら
の
消
防
人
生
に
お
い
て
、大

き
な
財
産
と
な
る
は
ず
で
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
明
日
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
所

属
に
戻
り
、第
一
線
の
業
務
に
就
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
多
く
の
厳
し
く
困
難
な
現
場

が
立
ち
は
だ
か
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。し

か
し
、
世
代
を
超
え
て
築
か
れ
て
き
た
消

防
精
神
を
胸
に
、各
自
の
役
割
を
果
た
し
、

仲
間
と
一
致
協
力
し
て
立
ち
向
か
う
こ
と

に
よ
り
、
必
ず
や
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で

き
る
で
し
ょ
う
。

　

各
消
防
本
部
、
そ
し
て
地
域
住
民
の
皆

様
も
皆
さ
ん
の
若
い
力
を
大
い
に
期
待
し

て
い
ま
す
。そ
の
期
待
に
応
え
る
た
め
に

も
苦
労
を
厭
わ
ず
、謙
虚
な
心
を
忘
れ
ず
、

入
校
時
に
宣
誓
し
た「
人
格
の
陶
冶
」に
務

め
、
人
間
性
を
向
上
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
消
防
を
目
指
し
た
初
心

を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、信
念
を
貫
き
、成
長

し
た
自
分
を
信
じ
、
実
り
多
い
消
防
人
生

を
歩
ん
で
く
だ
さ
い
。

56
名
修
了 

第
一
線
で
の
活
躍
を
期
待

初
任
教
育
第
78
期
修
了
式
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第 78 期
初任教育

秋
田
県
消
防
学
校

半
年
間
を

　
　

振
り
返
っ
て

秋
田
市
消
防
本
部　

三
浦　

大
蔵

　

こ
の
半
年
間
は
、
自
分
に
と
っ
て
最
も

有
意
義
な
時
間
と
な
っ
た
。
78
期
の
テ
ー

マ
で
あ
る
「
基
本
な
く
し
て
、
応
用
な

し
」
と
い
う
言
葉
を
忘
れ
ず
に
、
多
く
の

人
々
の
安
全
を
守
っ
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
同
期
や
教
官
、
支
え
て
く
だ
さ
っ
た

方
々
の
お
か
げ
で
今
が
あ
る
の
で
、
感
謝

の
気
持
ち
を
胸
に
今
後
活
動
し
て
い
き
た

い
。

秋
田
市
消
防
本
部　

細
矢　

菜
桜

　

半
年
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
日
々
、
座
学
と
訓
練
に
励

み
、
様
々
な
知
識
と
技
術
を
学
ぶ
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
活
か

し
、
地
域
の
力
と
な
れ
る
よ
う
励
み
た
い

と
思
い
ま
す
。
不
安
も
あ
り
ま
す
が
自
分

で
決
め
た
道
、
活
躍
で
き
る
よ
う
に
努
力

し
続
け
夢
を
叶
え
た
い
で
す
。

大
館
市
消
防
本
部　

櫻
庭
ひ
ま
り

　

私
は
、
半
年
間
の
初
任
教
育
を
通
し

て
、
現
場
に
通
用
す
る
知
識
・
技
術
を
身

に
付
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、

身
の
回
り
の
整
理
整
頓
や
車
両
や
資
器
材

の
点
検
・
整
備
の
大
切
さ
に
も
気
づ
く
こ

と
が
出
来
た
。
卒
業
後
は
、
市
民
か
ら
の

信
頼
を
得
る
た
め
に
清
潔
感
を
保
ち
、
災

害
時
に
は
迅
速
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
備

え
て
い
き
た
い
。

北
秋
田
市
消
防
本
部　

後
藤　

叶
汰

　

こ
の
半
年
感
を
振
り
返
っ
て
、
初
め
は

何
も
分
か
ら
な
い
状
態
で
し
た
が
教
官
と

仲
間
の
お
か
げ
で
知
識
・
現
場
技
術
の
基

礎
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
や
っ

と
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
こ
と
が
出
来

た
の
で
、
初
心
を
忘
れ
ず
に
日
々
の
体
力

錬
成
・
技
術
の
向
上
に
励
み
、
市
民
の

方
々
の
安
全
、
笑
顔
を
増
や
し
て
い
け
る

消
防
士
に
な
っ
て
い
き
た
い
。

由
利
本
荘
市
消
防
本
部　

武
藤　
　

咲

　

消
防
学
校
で
の
半
年
間
は
毎
日
が
新
鮮

で
、
仲
間
と
の
集
団
生
活
は
、
学
び
や
気

付
き
、
発
見
の
連
続
で
、
自
身
の
成
長
に

つ
な
が
っ
た
。
日
々
の
訓
練
や
寮
生
活
で

専
門
知
識
や
技
術
を
学
び
、
人
と
の
繋
が

り
を
大
切
に
し
て
き
た
。
こ
の
経
験
を
活

か
し
、
女
性
消
防
士
と
し
て
必
要
不
可
欠

な
存
在
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
る
。

に
か
ほ
市
消
防
本
部　

佐
々
木
幹
太

　

半
年
間
の
消
防
学
校
で
は
、
消
防
士
と

し
て
必
要
な
知
識
、
技
術
、
精
神
力
を
身

に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
仲
間

と
切
磋
琢
磨
し
、
充
実
し
た
学
校
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
た
。
所
属
で
も
、
地
域

の
方
々
に
信
頼
さ
れ
る
消
防
士
に
な
る
よ

う
に
、
教
わ
っ
た
技
術
に
磨
き
を
か
け
、

日
々
向
上
心
を
持
っ
て
励
ん
で
い
き
た

い
。

横
手
市
消
防
本
部　

松
井　

優
樹

　

半
年
間
の
消
防
学
校
生
活
を
終
え
て
、

消
防
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
、
必
要
な

技
術
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
出
来
た
。
所

属
に
戻
っ
た
後
も
、
怠
け
る
こ
と
な
く
、

知
識
、
技
術
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
て
い
け

る
よ
う
に
訓
練
に
取
り
組
み
、
地
域
の

方
々
に
頼
ら
れ
る
存
在
と
な
る
よ
う
に
成

長
し
続
け
た
い
と
思
う
。

五
城
目
町
消
防
本
部　

武
田　

佑
汰

　

最
初
は
不
安
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
初
任

教
育
も
終
わ
り
を
迎
え
る
。
半
年
間
は
あ

っ
と
い
う
間
だ
っ
た
と
感
じ
る
。
こ
の

間
、
座
学
や
訓
練
を
通
じ
て
沢
山
の
こ
と

を
学
ん
だ
。
社
会
人
と
し
て
も
大
き
く
成

長
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
で
学
ん
だ

消
防
の
基
礎
を
忘
れ
ず
、
今
後
の
活
動
に

活
か
し
て
い
き
た
い
。

鹿
角
広
域
消
防
本
部　

兎
澤　
　

海

　

消
防
学
校
で
の
半
年
間
は
、
消
防
職
員

と
し
て
と
て
も
充
実
し
た
も
の
だ
っ
た
。

同
じ
志
を
持
つ
仲
間
と
親
睦
を
深
め
、
切

磋
琢
磨
し
お
互
い
の
技
術
と
知
識
を
高
め

る
こ
と
が
で
き
た
。
現
場
活
動
で
求
め
ら

れ
る
応
用
力
を
所
属
で
の
訓
練
で
培
い
、

日
々
の
研
鑽
を
怠
ら
ず
、
責
任
と
覚
悟
を

持
っ
て
現
場
で
活
躍
し
た
い
。
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防 災 事 業 部

能
代
山
本
広
域
消
防
本
部　

渡
部　

優
空

　

私
は
こ
の
半
年
間
を
終
え
て
、
査
察
要

領
や
安
全
管
理
、
消
防
法
、
救
助
、
救
急

要
領
や
消
火
戦
術
等
、
所
属
に
戻
っ
て
か

ら
す
ぐ
に
使
う
知
識
や
現
場
活
動
に
お
い

て
必
要
な
技
術
の
基
礎
を
幅
広
く
学
ぶ
こ

と
が
で
き
た
。
こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
元

に
、
今
後
も
幅
広
く
知
識
と
技
術
を
習
得

し
て
い
き
た
。

湖
東
地
区
消
防
本
部　

谷　
　

涼
磨

　

初
任
教
育
を
終
え
て
一
番
の
教
え
は

「
基
本
な
く
し
て
応
用
な
し
」
で
す
。
所

属
に
戻
っ
て
か
ら
も
こ
の
言
葉
を
忘
れ
ず

に
、
生
活
面
や
訓
練
、
毎
当
務
で
少
し
で

も
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
で
き
る
よ
う
に
学
び
続

け
、
迅
速
で
確
実
な
活
動
が
で
き
る
消
防

士
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
曲
仙
北
広
域
消
防
本
部　

佐
藤　

夢
真

　

こ
の
半
年
間
は
同
期
や
教
官
な
ど
、
周

り
の
人
に
支
え
ら
れ
、
有
意
義
な
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。
日
頃
か
ら
体
力

錬
成
と
勉
強
を
怠
る
こ
と
な
く
取
り
組
ん

で
い
た
た
め
、
体
力
や
知
識
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
学
び
を
活
か

し
、
地
域
住
民
の
安
心
安
全
を
守
り
、
み

ん
な
か
ら
信
頼
さ
れ
る
人
間
に
な
り
た

い
。大

曲
仙
北
広
域
消
防
本
部　

柳
田　

琉
翔

　

入
校
か
ら
半
年
が
過
ぎ
る
の
は
、
光
陰

矢
の
ご
と
し
で
し
た
。
は
じ
め
は
寮
生
活

や
学
校
生
活
の
こ
と
な
ど
不
安
が
沢
山
あ

り
ま
し
た
。
出
会
っ
た
仲
間
た
ち
の
お
か

げ
で
、
苦
に
感
じ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た

で
す
。
78
期
の
仲
間
と
出
会
え
て
本
当
に

よ
か
っ
た
で
す
。
こ
の
思
い
出
を
胸
に
、

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

湯
沢
雄
勝
広
域
消
防
本
部　

小
野
寺
陽
名

　

消
防
学
校
で
は
、
体
力
と
メ
ン
タ
ル
の

強
化
、
技
術
を
磨
き
上
げ
る
と
い
う
目
標

を
も
っ
て
頑
張
っ
た
。
半
年
間
の
訓
練
や

座
学
で
は
、
辛
い
こ
と
も
あ
っ
た
が
仲
間

と
切
磋
琢
磨
し
て
頑
張
る
こ
と
が
で
き

た
。
現
場
で
は
状
況
判
断
や
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
を
重
視
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。
こ

れ
か
ら
の
消
防
人
生
、
目
標
に
向
か
っ
て

努
力
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。
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建　物
林　野
車　輛
その他
合　計
死者数
負傷者数

-11
10
4
21
24
6
12

-  1
-  1
0
0

-  2
-  2
0

184
25
25
84
318
21
67

141
25
23
76
265
12
49

10
1
3
7
21
3
3

130
35
27
97
289
18
61

9
0
3
7
19
1
3

令和６年 令和５年 同期比較
９月 累計 累計９月 年計 ９月 累計

火災の発生状況 （速報値）

　

去
る
７
月
７
日(
日)
、
鹿
角
市
役
所
駐

車
場
を
会
場
に
、
第
76
回
秋
田
県
消
防
協

会
鹿
角
支
部
消
防
訓
練
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
鹿
角
市
、
小
坂
町
か
ら
ポ

ン
プ
車
操
法
７
隊
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
10

隊
、
延
べ
92
人
の
消
防
団
員
が
参
加
し
、

日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
朝
か
ら
強
い
雨
の
た
め
、
開

会
式
の
縮
小
や
訓
練
種
目
の
順
番
を
変
更

す
る
な
ど
、
出
場
団
員
へ
の
配
慮
を
意
識

し
た
大
会
運
営
を
行
い
ま
し
た
。

　

結
果
、
ポ
ン
プ
車
操
法
は
小
坂
町
消
防

団
第
４
分
団
第
１
部
が
10
年
ぶ
り
に
優
勝

し
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
は
小
坂
町
消
防
団

第
４
分
団
第
３
部
が
11
連
覇
を
成
し
遂

げ
、
県
大
会
へ
の
出
場
権
を
得
ま
し
た
。

　

優
勝
し
た
出
場
隊
は
、
８
月
24
日
に
行

わ
れ
た
県
大
会
で
は
上
位
の
成
績
を
収
め

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
強
化

期
間
に
行
っ
た
訓
練
で
は
目
標
に
向
か
っ

て
一
致
団
結
し
、
仲
間
意
識
を
高
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
で
得
た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
今

後
の
ス
ト
ロ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に
し
て
消
防

団
活
動
に
活
か
し
、
鹿
角
支
部
の
目
標
で

あ
る
「
地
域
に
愛
さ
れ
る
消
防
団
」
を
掲

げ
、
こ
れ
か
ら
も
管
内
の
安
全
・
安
心
を

守
っ
て
い
き
ま
す
。

第
76
回
秋
田
県
消
防
協
会

　

鹿
角
支
部
消
防
訓
練
大
会
を
開
催

〔
情
報
提
供
＝
鹿
角
支
部
〕

（秋田県総合防災課消防保安室調べ）


